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2016年2月23日 

 

～ 

女性たちの毎朝のヘアスタイリング、自己評価はわずか「54点」！ 

メイクアイテム「CCクリーム」に続く、新トレンドに!?  

女性が気になる“ヘアスタイル”のための、 

新・ヘアアイテム＜CCシャンプー＞とは 
 

「女性」をテーマにした調査分析やトレンド発信などをおこなう「womedia Labo＊（ウーメディア ラボ）」では、このたび、ユ

ニリーバ・ジャパン株式会社と共同で「ヘアスタイリング」に関する意識・実態調査をおこないました。  

 

カラーリングブームが一段落した現在、女性の髪は“ニュアンスヘア”や“ゆるふわ

スタイル”、“するんとボブ”など、「スタイリング」がカギとなるスタイルがトレンドに

なっています。 

しかし一方で、ヘアスタイリングの重要性は認識しているものの、セルフスタイリン

グに苦手意識を持つ人や、完成度に満足をしていない女性も多いようです。 

こうした中、最近では、ヘアスタイルをキメやすくする新発想のシャンプーやトリー

トメントが登場。前日のシャンプーやトリートメントが、そのまま翌日のスタイリ

ングの下準備になるヘアアイテムであることから、女性誌などでは、メイクアイテムである「CCクリーム」をもじって『CCシャンプ

ー』と呼ばれています。ワックスやジェルなどの「スタイリング剤」とも、コテやヘアアイロンなどの「スタイリングツール」とも異なる、新し

いヘアスタイリング手段として、今後注目を集めていきそうです。 

そこで、今回のレポートでは、女性たちの「ヘアスタイリング」に関する意識・実態調査の結果をもとに、若い女性から人気を集

める美容家の岡本静香さんへのインタビューも実施。ヘアスタイリングの重要性や、スタイリング悩みへの新しい対処法として期

待される『CCシャンプー』についてお話を伺いました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～2016年「美容トレンド」最新キーワード～ 

レポート概要 

1.【調査結果】女性たちの「ヘアスタイリング」に関する意識・実態調査  

■髪型次第で、女性の魅力は 4 割増しに！ 

■スタイリングの仕上がりに点数をつけると…？ 女性たちの自己評価は、100 点満点中わずか 54 点 

■女性たちのヘアスタイリング事情・・・スタイリング剤だけでは不十分？ 

2.【インタビュー】美容家・岡本静香さんに聞く「ヘアスタイリング」と『CCシャンプー』 

■自分を演出する上で重要なカギとなる「ヘアスタイル」 

■「ヘアスタイリング」に苦手意識を持つ女性たち 

■ヘアスタイルをキメたい女性たちの味方!? 『CCシャンプー』に注目 

(参考) ラックスから『CCシャンプー』が登場！ 「スタイルシリーズ ラックス ルミニーク」 
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はじめに、20～30代の働く女性500名を対象に、「ヘアスタイリング」に関する意識・実態を調査いたしました。 

※ユニリーバ・ジャパン株式会社との共同調査 

 

 

 

 

 
 

■髪型次第で、女性の魅力は4割増しに！ 

まず、「ヘアスタイルの完成度によって、女性の印象は変わると思いますか？」という質

問をしたところ、95％とほとんどの女性が「そう思う」と回答。[グラフ1] また、「ヘアスタイ

ルが思い通りになると、女性の魅力は何割増しになると思うか」を聞くと、平均回答は

「4.2割」となりました。髪型次第で、魅力が大きく変わると考える女性が多いようです。 

逆に、ヘアスタイリングが思い通りにならない場合には、精神面にも影響がおよんでしま

うようで、「ヘアスタイルがキマらずに気持ちが落ち込んだことがある」という女性は実に

79％。また、「ヘアスタイルの完成度は、その日の仕事におけるモチベーションに影響をお

よぼすと思いますか？」という質問でも、80％が「そう思う」と答えました。 
 
 

■スタイリングの仕上がりに点数をつけると…？ 女性たちの自己評価は、100点満点中わずか54点  

しかしながら、肝心のヘアスタイリングの腕前には自信がない女性が多いのも事実。今

回の調査において、「ヘアスタイリングに苦手意識がある」という女性は84％にのぼっ

ています。[グラフ2] また、メイクやファッションはキマっているのに、「ヘアスタイルだけがキ

マっていないことがある」という女性も87％と約9割となりました。 

そこで、サロン（美容室・理容室など）帰りのヘアスタイリングの仕上がりを100点とし

た場合、「普段、自分でおこなうヘアスタイリングの仕上がりは何点くらいだと思います

か？」と質問すると、平均回答は「54点」という結果に。女性たちのセルフスタイリングの

完成度は、サロンの仕上がりの半分程度ということになります。 
 
 

■女性たちのヘアスタイリング事情・・・スタイリング剤だけでは不十分？ 

それでは、女性たちは普段、どのようなヘアスタイリングをしているのでしょうか。「普段ヘアスタイリングで使うアイテム」を聞いたと

ころ、上位にあがったのは「ドライヤー」（85％）、「ヘアブラシ」（82％）、「ヘアアイロン」（44％）、「ヘアオイル」（41％）、

「ヘアワックス」（41％）など。また、「使用しているアイテムの合計数」の平均は、「5.8」アイテムにのぼっており、特にワックス・ミ

スト・スプレーなど、何かしらの「ヘアスタイリング剤」を使っている割合は77％となりました。スタイリング剤を中心とした多くのア

イテムを使っているにもかかわらず、ヘアスタイリングがうまくいかない女性が大半であると言えそうです。実際に、「スタイリング剤

だけでは、スタイルをキメるのに不十分だと感じることがある」女性も68％にのぼりました。[グラフ3] 

そこで、「普段のヘアスタイルの完成度をもっと高めたいと思いますか？」と聞いたところ、88％と約9割の女性が「そう思う」

と回答。[グラフ4] ヘアスタイリングに苦手意識を感じながらも、何とか完成度を高めたいと考えている女性が多い様子がうかが

えます。 

[グラフ 1] 

 

[グラフ 2] 

 

調査名：「ヘアスタイリング」に関する意識・実態調査 

調査対象：20～30 代 有職者女性 500 名（※年代別に均等に割り付け） 

調査期間：2016年 1月 8 日（金）～2016年 1月 12 日（火）   調査方法：インターネット調査 

調査元：「womedia Labo＊」およびユニリーバ・ジャパン株式会社（共同調査） 

調査概要 

1.【調査結果】 女性たちの「ヘアスタイリング」に関する意識・実態調査  
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続いて、ビューティートレンドに詳しい美容家・岡本静香さんに、「ヘアスタイリング」の重要性や、スタイリング悩みの対策ポイン

トについてお話を伺いました。 
 

■自分を演出する上で重要なカギとなる「ヘアスタイル」 

ヘアスタイルは顔の額縁であり、上半身はもちろんのこと、全身のバランスを左右するもの。そして、ファッションと同じく個性を出

すことができるものです。その人のポリシーや、なりたい自分像がヘアスタイルに表れます。 

例えば漆黒のストレートヘアであれば、凛とした芯の強い美しさ。柔らかくカーブしたブラウンヘアならば、明るさと可愛らしさ。そ

の時に自分が求めている要素を、ヘアスタイルで演出することができるのです。 
 

■「ヘアスタイリング」に苦手意識を持つ女性たち 

しかしながら、“美容院で素敵なヘアにしてもらうこと”と、“ホームケアとして、自分で髪を整えること”には大きな差があると思っ

ている女性が多いです。実際には毎日自分で髪を洗い、出かけるたびに鏡の前で髪をさわりますが、「家では出来ることが限

られている」「難しそうだから自分ではやらない」という声をよく聞きます。 

ヘアスタイリングが苦手、という女性は、メイクが苦手な人と同じくらい多いイメージがあります。ヘアサロンの仕上がりには満足し

ていても、いざ翌日から自分でスタイリングを再現しようとすると、うまくいかない・・・という経験を持つ女性も多いのではないでし

ょうか。スタイリング剤や、コテ・アイロンなどのアイテムもたくさん出てはいますが、うまく使いこなせない、どれを選べばよいかわか

らない、という人も少なくないようです。 
 

■ヘアスタイルをキメたい女性たちの味方!? 『CCシャンプー』に注目 

こうした中、最近ではヘアスタイリングにおける悩みに対応したシャンプーやトリートメントも登場しているようです。これらは、

前日のシャンプーやトリートメントが、翌日のスタイリングにおける「下地」の役割を果たすヘアアイテムであることから、女性誌など

では、メイクアイテムである「CCクリーム」をもじって『CCシャンプー』と呼ばれています。 

メイクで「CCクリーム」といえば、トリートメント効果が高く、下地効果とファンデーション効果の両方を叶えてくれる人気アイテム

ですが、『CCシャンプー』における「CC」とは、「Care & Control」のこと。一般的なシャンプー・トリートメントと同じく髪を「ケア」

する機能のほか、髪の状態を「コントロール」し、スタイリングをしやすくしてくれるという機能を持つものを指します。 

スタイリングのためのアイテムとしては、ほかにも、ワックスなどのスタイリング剤、ヘアアイロンやコテなどのツールがありますが、これ

らはすべて、スタイリングをおこなう際に使うもの。これに対して『CCシャンプー』は、前日のシャンプーやトリートメントが、そのま

まスタイリングの下準備になるという新発想のアイテムです。 

[グラフ 3] 

 

[グラフ 4] 

 

2.【インタビュー】 美容家・岡本静香さんに聞く「ヘアスタイリング」と『CCシャンプー』 
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womedia Labo＊(運営：トレンダーズ株式会社)  担当：山口 真侑 (やまぐち・まゆ) 

TEL:03-5774-8871 / FAX:03-5774-8872 / mail:press@trenders.co.jp 

お問い合わせ 

スタイリングをキメやすくする手段として、ヘアケアは大切です。次の朝に髪がまとまっていると、完成度アップはもちろんのこと、ヘ

アスタイルを思い通りに作れることの喜びにもつながります。セルフスタイリングが苦手な女性たちにとって、『CCシャンプー』は、

ケアの時間からスタイリングの準備ができる新しい注目のアイテムとなりそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 

今回の調査およびインタビューからは、ヘアスタイリングの重要性を認識しつつも、苦手意識を感じている女性たちの実態が

明らかになりました。 

『CCシャンプー』は、こうした女性たちをサポートしてくれる、新発想のヘアスタイリング手段。今回の調査でも、「下地的な

役割を果たし、翌朝のスタイリングをラクにしてくれるシャンプー・トリートメント類があれば、試してみたいと思いますか？」と聞いた 

ところ、83％が「試してみたい」と答えており、女性たちの関心の高さがうかがえます。『CCシャンプー』は、ヘアスタイリングに

悩む女性たちの味方として、今後ますます注目を集めていきそうです。 

▼『CCシャンプー』について  

http://www.lux.co.jp/special/ccshampoo/ 

 ユニリーバ・ジャパンから、新カテゴリー『CCシャンプー』の商品として2月8日（月）

に発売開始となった「スタイルシリーズ ラックス ルミニーク」。シャンプーとトリートメ

ントをセットで使うことでスタイルをキメやすくする、新発想のヘアアイテムです。 

同商品は、するんとまとまる輝くストレートスタイルへ導く「ストレートスタイル」と、毛

先まで柔らかいゆるふわスタイルへ導く「エアリースタイル」の2ラインで展開。「ストレ

ートスタイル」には、バンブーエキス、ウォーターミントエキス、コラーゲンの3つをブレンド

したボタニカル・コラーゲン(保護・保湿成分)を配合、「エアリースタイル」には、ボタニ

カルザクロエキスとランエキス（いずれも保湿成分）を配合したこだわりの処方となっています。  

▼「スタイルシリーズ ラックス ルミニーク」商品概要 

http://www.lux.co.jp/luminique/ 

 

                                              

 

 

 

 

 

(参考) ラックスから『CC シャンプー』が登場！ 「スタイルシリーズ ラックス ルミニーク」 
 

【専門家プロフィール】 

岡本静香（おかもとしずか） 

学生時代に始めた美容ブログ『静香のメイク日記』が女性からの絶大な支持を得たことをきっかけに、美容ライターとしての活

動を開始。集英社「PINKY」のライターアシスタントとして学んだ後独立し、現在は若手美容家として活躍中。美容サロン主

宰のほか、「MORE」「an・an」「bea‘s UP」など、雑誌での連載・出演も多数。また、独特の世界観を持って綴る美容コラム

や SNS での動画発信が人気を集めている。近著に「ふつうに過ごすだけでキラキラ変身していく」（ダイヤモンド社）。 

womedia Labo＊は、女性ならではの、女性にしかできない、女性のための視点で、様々な情報を発信する機関です。 

これまで以上に女性のリアルな声が求められている現代社会。当機関では、情報感度が高く、ソーシャルアクティブな女性たちによる、 

女性会員ネットワーク「womedia」と連動し、個人のクチコミと、SNS、メディア、企業の接点となり、世の中の様々な問題や課題に 

アプローチすることで、“一人ひとりの女性が輝ける社会”の実現を目指します。 

とは… 

 


